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1. はじめに  
土壌水分移動を解析する際に必要な土壌

水分特性パラメータを得るためには、測定

によって得られた土壌水分特性曲線をモデ

ルに回帰することが必要とされる場面があ

る。水分特性は非線形であるため、回帰計

算には非線形回帰プログラムの力を借りる

ことになるが、適切な初期値の設定や、パ

ラメータの制約条件の設定に手間取ること

となる。そこで、関(2007)は代表的な土壌

水分特性関数について簡単に非線形回帰計

算をすることができるソフトウェアを数値

計算言語 GNU Octave により開発し、フリー

ソフトとして公開した。このプログラムは、

初期値の設定を自動的に行うところに特徴

があり、US Salinity Laboratory の UNSODA

データベースの中で、多くの土壌水分特性

曲線に対して妥当なパラメータが得られる

ことが示された。このプログラムをより簡

便に使うための Web インターフェイス

SWRC Fit を作成した(Seki, 2007)。 

 

2. 土壌水分特性モデル 

 このソフトは、５種類の土壌水分特性モ

デルを対象とする。すなわち,h をサクショ

ン、θを体積含水率、有効飽和度Seを Se=(θ

-θr)/(θs -θr)としたときに、Brooks and 

Corey (1964)式 
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van Genuchten (1980)式 
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Kosugi (1994)の間隙径対数分布式 

  Se =Q ln(h /hm )
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（Q(x)は標準正規分布関数の余関数） 

Durner (1994)の間隙径バイモーダル分布式 
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Seki (2007)の間隙径バイモーダル対数分布

式 

Se = Q ln(hi /hm )
σ i
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以上の 5 つである。この中で、式(1)(2)(3)

をユニモーダルモデル、式(4)(5)をバイモー

ダルモデルとする。 

 

2. 方法 

立川ローム乾燥密度 0.50g/cm3 再充塡試

料の水分特性曲線を用いて、計算を実行し

た。SWRC Fit の使い方を、以下に記す。 (1) 

ウェブ (http://purl.org/net/swrc/)にアクセ

スする。(2)必要なデータを入力する(Fig. 1)。

Excel 等の表計算ソフトで、左側にサクショ

ン、右側に体積含水率のデータを作成し、

それを右側のテキストボックスにコピーペ 
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Fig. 1 データ入力画面  

 

ーストする。左側には、試料の名前、土性、

実験あるいは解析した人の名前を記入する。

左下の計算オプションには、θ r=0 とするオ

プションと、バイモーダルモデルを計算す

るか否かを選択するオプションがある。(3) 

Calculate ボタンを押す。すると、Fig. 2 のよ

うにユニモーダルモデル、バイモーダルモ

デルそれぞれに、式、パラメータ、R2 値が

表として表示され、さらに回帰曲線のグラ

フが表示され、モデルの比較ができる。 

 

3. 結果 

立川ロームの水分特性曲線は、バイモー

ダルモデル(Durner, 1994; Seki, 2007) にて

よく近似できた (Fig.2)。これは、団粒が発

達したローム土の特徴である。 
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